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アミロイドーシスに関する調査研究 

 

研究代表者 内木 宏延 福井大学学術研究院医学系部門 分子病理学分野 教授 

 

研究要旨 われわれは平成 29～令和元年度に及ぶ本研究計画で、(1) 病理コンサルテーション体制を始
めとするアミロイドーシスの総合的診断体制構築、(2) 同診断体制による診断件数、診断確定率、各病
型症例数の集計・公表、(3) 診療ガイドライン、診断基準、重症度分類の妥当性・実用性検証と改定、

(4) AMED難病プラットフォームによるレジストリ研究の実施とデータを用いた疫学研究等の実施、(5) 
各病型患者のケアマニュアル作成、(6) 専門医対象の臓器別アミロイドーシス診療の手引作成、(7) 患者
向け公開講座等アミロイドーシスの啓発活動実施、の 7項目を目指した。 
今年度の成果を上記目的の番号と対応させて記す。(1) 昨年度に引き続き、研究班ホームページでコン
サルテーションを受け付けると共に、各施設でも従来通り個別に受け付けることにより、総合的診断体

制を運用した。(2) 2018年 4月 1日～2019年 11月 30日の診断件数、診断確定率、各病型症例数を集計

した。また、同期間の心筋生検コンサルテーション件数、コンゴーレッド陽性件数、トランスサイレチ

ン陽性件数も集計した。(3) 全身性アミロイドーシス各病型診断基準案を作成し、関連学会の承認を得
た後、2020 年 3 月 13 日、研究班ホームページ上に公開した。上記診断基準に基づき、2 種類の診療ガ

イドラインを作成した。第一に、厚労科研「難治性腎障害に関する調査研究」班と合同で、腎アミロイ

ドーシス診療ガイドライン案を作成した。第二に、日本循環器学会「心アミロイドーシス診療ガイドラ

イン」班に協力し、2020年 3月、同ガイドラインの日本語・英語版を出版した。(4) 2019年 11月 21日、

京都大学医の倫理審査委員会により「オールジャパンで行う全身性アミロイドーシスコホート研究 第
3.0 版」の承認を得た。この承認は、トランスサイレチン型心アミロイドーシスに対するビンダケル投
与症例の全例登録を日本循環器学会と共同で実施するためであり、2020年 4月 1日より本格運用を開始

した。(5) ファイザー製薬の協力を得て、FAP患者ケアマニュアルを作成した。(6) 腎アミロイドーシス
診療ガイドライン案を作成すると共に、日本循環器学会に協力し、心アミロイドーシス診療ガイドライ

ンを出版した。(7) 熊本大学神経内科が中心となり、熊本にて「道しるべの会」（FAP家族性アミロイド

ポリニューロパチー患者・家族会）総会・講演会（7月 15日、患者、家族 28名を含む総数 47名参加）、
30周年記念交流会（11月 30日～12月 1日、患者、家族 32名を含む総数 67名参加）を開催した。 
 

研究分担者 
安東由喜雄 長崎国際大学薬学部アミロイドーシ

ス病態解析学分野 教授 

山田正仁   金沢大学医薬保健研究域医学系脳老

化・神経病態学（脳神経内科学）教

授 

玉岡 晃   筑波大学医学医療系大学院人間総合

科学研究科疾患制御医学専攻神経内

科学分野 教授 

高市憲明   虎の門病院腎センター 副院長 

山田俊幸   自治医科大学医学部臨床検査医学講 

座 教授 

重松 隆   和歌山県立医科大学医学部腎臓内科 

学講座 教授 

奥田恭章   道後温泉病院内科 院長 

西 愼一   神戸大学大学院医学研究科内科学講 

座腎臓・免疫内科学分野腎臓内科学 

部門 教授 

畑 裕之   熊本大学大学院生命科学研究部先端 

生命医療科学部門医療技術科学講座 

生体情報解析学 教授 

小池春樹   名古屋大学大学院医学系研究科総合 
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医学専攻脳神経病態制御学講座神経 

内科学 准教授 

島崎千尋   独立行政法人地域医療機能推進機構 

京都鞍馬口医療センター血液内科  

院長 

飯田真介   名古屋市立大学大学院医学研究科生 

体総合医療学講座血液・腫瘍内科分 

野 教授 

植田光晴   熊本大学病院脳神経内科 講師 

大橋健一   横浜市立大学大学院医学研究科病態

病理学講座/附属病院病理診断科病

理部 教授 

小野賢二郎 昭和大学医学部内科学講座脳神経内 

科学部門 教授 

関島良樹   信州大学医学部内科学第三教室（脳 

神経内科、リウマチ・膠原病内科） 

教授 

佐野元昭   慶應義塾大学医学部循環器内科学教

室 准教授 

田原宣広   久留米大学医学部内科学講座心臓・

血管内科/循環器病センター 准教授 

 
 
A. 研究目的 

われわれは平成 29～令和元年度に及ぶ本研究
計画で、(1) 病理コンサルテーション体制を始め
とするアミロイドーシスの総合的診断体制構築

（平成 31 年 3 月までに）、(2) 同診断体制による
診断件数、診断確定率、各病型症例数の集計・公

表（令和 2年 3月までに）、(3) 診療ガイドライン、

診断基準、重症度分類の妥当性・実用性検証と改

定（令和 2年 3月までに）、(4) AMED難病プラッ
トフォームによるレジストリ研究の実施とデー

タを用いた疫学研究等の実施（令和 2年 3月まで
に）、(5) 各病型患者のケアマニュアル作成（令和
2年 3月までに）、(6) 専門医対象の臓器別アミロ

イドーシス診療の手引作成（令和 2年 3月までに）、
(7) 患者向け公開講座等アミロイドーシスの啓発
活動実施（令和 2 年 3 月までに）、の 7 項目を目

指した。 
本研究計画は、「難病の患者に対する医療等に

関する法律」（難病法）の求める以下の課題を直

接解決するものであり、厚生労働行政の施策に直

接活用できる成果を期待できると考える。(a) 病
理コンサルテーション体制を始めとするアミロ

イドーシスの総合的診断体制の構築により、正確

な早期診断や、適切な施設での各病型に応じた最

新の診療が可能になる。(b) 信頼性の高いオール
ジャパンの診断体制を基盤としたレジストリ構

築により、全国的にバランスの取れた、特定の地

域に偏らないコホート研究が可能となり、レジス

トリ研究の優れたモデルとなることが期待され

る。(c) アミロイドーシス診断基準・重症度分類・
診療ガイドラインの改訂作業により、アミロイド

ーシス医療の水準向上（均てん化）に資すると共

に、新規に発症するアミロイドーシス患者の実態

を把握できる。(d) 関連学会との連携体制を構築
し、アミロイドーシスの疾患概念、早期診断、お

よび最新の治療に関し、関連学会や非専門医、患

者、一般国民への普及・啓発を推進できる。(e) ア
ミロイドーシス患者ケアマニュアルの作成等に

より、患者の療養生活環境整備や QOL 向上に資
する事ができる。(f) 指定難病データベースの構
築に向けたデータを提供できる。 

 
B. 研究方法 
【項目番号は研究の目的に対応】 (1)～(6)の各

項目は、第 1回研究班会議（2019年 8月 30日、
東京）、第 2回研究班会議（2020年 1月 31日、東
京）、および各 WG で随時開催するメール会議で

議論・決定した。(7)は研究分担者の安東、植田（い
ずれも熊本大学）を中心に実施した。 
 

（倫理面への配慮） 
(1)に関し、個人情報保護には細心の注意を払っ
た。また、オプトアウトにより対象患者に研究不

参加の機会を与えた。福井大学医学系研究倫理審

査委員会で「病理検体のアミロイドーシス病型診

断コンサルテーション体制の構築」の受審・承認

を得た（平成 29年 12月 15日）。これを基に病理
WG各施設で順次倫理審査を受審し承認を得た。
本コンサルテーション体制の精度管理を行うた

め、われわれは診断総数及び各病型症例数（免疫

染色で確定できずプロテオーム解析を実施した

症例を含む）のみ集計した。このためコンサルテ

ーション依頼施設での倫理審査は要求しなかっ



令和元年度 総括研究報告書 

- 3 - 
 

た。(4)に関し、京都大学医の倫理審査委員会に中
央倫理審査を申請した。 
 

C. 研究結果 
【項目番号は研究の目的に対応】(1) 昨年度に引
き続き、研究班ホームページでコンサルテーショ

ンを受け付けると共に、各施設でも従来通り個別

に受け付けることにより、総合的診断体制を運用

した。 

(2) 2018年 4月 1日～2019年 11月 30日の診断件
数、診断確定率、各病型症例数を集計した。20か
月で 1111 件のコンサルテーションを受け付けた。

コンゴーレッド陽性件数 977 件のうち、免疫染色
による診断確定件数は 931件（95.3%）、プロテオ
ーム解析による診断確定件数 31 件と合わせ、962

件の病型を確定することができた（577件/年）。 
また、同期間の心筋生検コンサルテーション件

数、コンゴーレッド陽性件数、トランスサイレチ

ン陽性件数も集計した。2019 年 3 月 29 日、厚労
省はタファミジス（ビンダケル、ファイザー）の

ATTR 心アミロイドーシスへの適応拡大を承認し

た。同時に発表した患者要件で生検を必須とした

ため、2019年 4月以降、心筋生検症例のコンサル
テーション件数が著しく増加した。2018年 4月よ

り 2019年 11月の 20か月で、合計 421件の心筋生
検症例のコンサルテーションを受け付けた。その

内 ATTR心アミロイドーシス症例は 259件であっ

た。 
(3) 全身性アミロイドーシス各病型診断基準案を
作成し、日本循環器学会、日本神経学会、日本血

液学会、日本腎臓学会、日本アミロイドーシス学

会の承認を得た後、2020 年 3 月 13 日、研究班ホ
ームページ上に公開した。上記診断基準に基づき、

2 種類の診療ガイドラインを作成した。第一に、
腎アミロイドーシスWGを中心に、厚労科研「難
治性腎障害に関する調査研究」班（成田一衛班長）

のネフローゼ症候群WG（猪坂善隆WG長）と合
同で、腎アミロイドーシス診療ガイドライン案を

作成した。今後日本腎臓学会に承認を申請する予

定である。第二に、日本循環器学会「心アミロイ

ドーシス診療ガイドライン」班（北岡裕章班長）

が発足し、本研究班からも 6 名が参加した。2020

年 3 月、日本語・英語版を出版した。また、本ガ

イドラインと密接に関連する「トランスサイレチ

ン型心アミロイドーシス症例に対するビンダケル

適性投与のための施設要件、医師要件に関するス

テーテメント（日本循環器学会 平成 31年 3月 30
日発表）」を、日本循環器学会と合同で英文発表し

た。なお、重症度分類の改定は厚労省の指導によ

り見送った。 
(4) 2019年 11月 21日、京都大学医の倫理審査委員
会により「オールジャパンで行う全身性アミロイ

ドーシスコホート研究 Japan Cohort Study of 
Systemic Amyloidosis (J-COSSA)第 3.0版」の承認を
得た。第 1.0 版の承認は 5 月 29 日に得ていたが、

「トランスサイレチン型心アミロイドーシス症例

に対するビンダケル適性投与のための施設要件、

医師要件に関するステーテメント（日本循環器学

会 平成 31年 3月 30日発表）」の医師要件③に記
された投与症例の全例登録を日本循環器学会と共

同で実施することになり、再審査に時間を要した。

2020年 4月より本格運用を開始した。 
(5) ファイザー製薬の協力を得て、FAP 患者ケア
マニュアルを作成した（監修 安東由喜雄，柊中千

恵子）。 
(6) 厚労科研「難治性腎障害に関する調査研究」
班（成田一衛班長）のネフローゼ症候群 WG（猪

坂善隆WG長）と合同で、腎アミロイドーシス診
療ガイドライン案を作成した。また、日本循環器

学会「心アミロイドーシス診療ガイドライン」班

（北岡裕章班長）に協力し、心アミロイドーシス

診療ガイドラインを出版した。 
(7) 熊本大学神経内科（安東由喜雄名誉教授）が

中心となり、熊本にて「道しるべの会」（FAP家族
性アミロイドポリニューロパチー患者・家族会）

総会・講演会（7月15日、患者、家族28名を含む総

数47名参加）、30周年記念交流会（11月30日～12
月1日、患者、家族32名を含む総数67名参加）を開
催した。 

 
D. 考察【項目番号は研究の目的に対応】 
(1) ロンドン大学医学部Centre for Amyloidosis and 

Acute Phase Proteinsを始め、国内外からアミロイ
ドーシスのコンサルテーションを受け付ける

referral centreは世界に数カ所存在するが、国内数

カ所の施設でオリジナル抗体を共有し、ネットワ
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ークを結んでコンサルテーションを受け付ける

体制は、世界的に見ても類を見ない独創的取り組

みである。 

(2) 2012年の厚労省指定難病医療費助成新規受給
者数が 341人であることから、本邦のアミロイド
ーシス新規発症率は 100万人あたり約 2.7人と推

定される。研究班のコンサルテーションで病型を

確定できた 962件（577件/年）の中には、難病に
指定されていない全身性AA, A2Mアミロイドー

シス、限局性 ALアミロイドーシス等も含まれて
いるため、コンサルテーション症例に含まれる正

確な指定難病患者数は不明であるが、全国の新規

患者を網羅した悉皆性の高いコンサルテーショ

ン体制であると判断できる。 
 研究班でコンサルテーションを受け付けた心

筋生検症例の内、ATTR 心アミロイドーシス症例
は 259 件であった。2019 年 11 月現在、タファ
ミジスを投与されている ATTR心アミロイドー

シス患者数は約 200 人とされている（ファイ
ザースタッフ私信）。われわれのコンサルテー

ションシステムはこれら患者の大部分を診断

していると考えられ、全国の新規患者を網羅

した悉皆性の高いコンサルテーションシステ

ムであると言える。  

(3) 現在アミロイドーシス各病型に対応する系統
的な国際診断基準自体が無く、上記診断基準の策

定は、日本国内はもとより、英文論文による発表

などを通して国際的にも意義のある取り組みと

なり得る。 
(4) 今後「オールジャパンで行う全身性アミロイ

ドーシスコホート研究 Japan Cohort Study of 
Systemic Amyloidosis (J-COSSA)第 3.0版」を基に、
指定難病であるトランスサイレチン型心アミロ

イドーシス（全身性野生型トランスサイレチンア

ミロイドーシス）を中心に、悉皆性の高いコホー

ト研究を実施する予定である。 

(6) 腎アミロイドーシス診療ガイドライン案、心
アミロイドーシス診療ガイドラインにより、わが

国におけるアミロイドーシス診療の高度化、均て

ん化を推進できると考える。 
 
E. 結論 

昨年度に引き続き、総合的診断体制を運用した。

2018年 4月 1日～2019年 11月 30日の診断件数、
診断確定率、各病型症例数を集計した。全身性ア

ミロイドーシス各病型診断基準案を作成し、関連

学会の承認を得た後、2020年 3月 13日、研究班
ホームページ上に公開した。上記診断基準に基づ

き、腎アミロイドーシス診療ガイドライン案、お

よび心アミロイドーシス診療ガイドラインを作

成した。2019年 11月 21日、京都大学医の倫理審
査委員会により「オールジャパンで行う全身性ア

ミロイドーシスコホート研究 第 3.0版」の承認を
得、日本循環器学会と共同で、トランスサイレチ

ン型心アミロイドーシスに対するビンダケル投

与症例の全例登録を 2020 年 4 月 1 日より開始し
た。ファイザー製薬の協力を得て、FAP患者ケア
マニュアルを作成した。熊本大学神経内科が中心

となり、熊本にて「道しるべの会」（FAP 家族性
アミロイドポリニューロパチー患者・家族会）総

会・講演会、30周年記念交流会を開催した。 
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Y, Ando Y, Tsutsui H, Isobe M, Fukuda K. A 

Statement on the Appropriate Administration of 
Tafamidis in Patients With Transthyretin Cardiac 
Amyloidosis. Circ J 84(1): 15-17, 2019. 

7) Tahara N, Nitta Y, Bekki M, Tahara A, 
Maeda-Ogata S, Sugiyama Y, Honda A, Igata S, 
Nakamura T, Sun J, Kurata S, Fujimoto K, Abe T, 

Matsui T, Yamagishi SI, Fukumoto Y. Two-hour 
postload plasma glucose and pigment 
epithelium-derived factor levels are markers of 

coronary artery inflammation in type 2 diabetic 
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patients. J Nucl Cardiol 2019 Aug 12. doi: 
10.1007/s12350-019-01842-5. 
8) Tahara A, Tahara N, Maeda-Ogata S, Bekki M, 

Sugiyama Y, Sun J, Honda A, Igata S, Fukumoto Y. 
Clinical hallmarks making diagnosis of infective 
endocarditis. J Nucl Cardiol 2019 Mar 18.doi: 

10.1007/s12350-019-01686-z. 
9) Ito S, Tahara N, Hirakata S, Kaieda S, Tahara A, 
Maeda-Ogata S, Bekki M, Sugiyama Y, Honda A, 

Igata S, Kuromatsu R, Nakashima O, FukumotoY. 
Signal intensity of superb micro-vascular imaging 
associates with the activity of vascular inflammation in 

Takayasu arteritis. J Nucl Cardiol 2019 Mar 4.doi: 
10.1007/s12350-019-01665-4. 
10) Tahara N, Kojima R, Yoshida R, Bekki M, 

Sugiyama Y, Tahara A, Maeda S, Honda A, Igata S, 
Nakamura T, Sun J, Matsui T, Fukumoto Y, Matsui T, 
Yamagishi SI. Serum Levels of Protein-Bound 

Methylglyoxal-Derived Hydroimidazolone-1 are 
Independently Correlated with Asymmetric 
Dimethylarginine. Rejuvenation Res 22(5): 431-438, 

2019. 
11) Saku K, Tahara N, Takaseya T, Shintani Y, Takagi 
K, Shojima T, Kurata S, Fujimoto K, Abe T, 

Fukumoto Y, Tanaka H. Multimodal imaging of 
cardiac-calcified amorphous tumor. J Nucl Cardiol 
27(2): 682-685, 2020. 

12) Tahara N, Bekki M, Sugiyama Y, Tahara A, 
Fukumoto Y. Importance of extracardiac FDG uptake 
to diagnose cardiac sarcoidosis. J Nucl Cardiol 27(1): 

118-122, 2020. 
13) Maeda S, Tahara N, Takase F, Bekki M, Tahara A, 
Honda A, Igata S, Sugiyama Y, Nakamura T, Sun J, 

Kurata S, Fujimoto K, Abe T, Fukumoto Y. Diagnostic 
performance of FDG-PET/CTA in native mitral valve 
endocarditis. J Nucl Cardiol 26(2): 681-683, 2019. 

14) Bekki M, Tahara N, Tahara A, Igata S, Honda A, 
Sugiyama Y, Nakamura T, Sun J, Kumashiro Y, 
Matsui T, Fukumoto Y, Yamagishi SI. Switching 

Dipeptidyl Peptidase-4 Inhibitors to Tofogliflozin, a 
Selective Inhibitor of Sodium-Glucose Cotransporter 2 
Improve Arterial Stiffness Evaluated by Cardio-Ankle 

Vascular Index in Patients with Type 2 Diabetes: A 

Pilot Study. Curr Vasc Pharmacol 17(4): 411-420, 
2019. 
15) Bekki M, Tahara N, Tahara A, Honda A, Igata S, 

Sugiyama Y, Nakamura T, Sun J, Kurata S, Fujimoto 
K, Abe T, Tanaka H, Suda K, Fukumoto Y. 
Anti-inflammatory effect of statin in coronary 

aneurysms late after Kawasaki disease. J Nucl Cardiol 
26(2): 671-673, 2019. 
16) Saku K, Shintani Y, Tahara N, Kikusaki S, Imai S, 

Shojima T, Takagi K, Kurata S, Fujimoto K, Abe T, 
Fukumoto Y, Tanaka H. Inflammatory reaction of a 
pericardial foreign body after cardiac surgery. J Nucl 

Cardiol 26(1): 328-329, 2019. 
 

2. 学会発表 

内木宏延 
1) 中島 真, 下田 将之, 岩男 泰, 亀山 香織, 内
木 宏延, 金井 弥栄: 消化管に限局した原発性ア

ミロイドーシス 4症例の検討. 第 108回日本病理
学会総会, 東京, 5,9-11, 2019. 
2) 遠藤 芳徳, 長谷川 一浩, 野村 寮, 有島 英孝, 

菊田 健一郎, 山下 太郎, 井上 泰輝, 植田 光晴, 
安東 由喜雄, Mark R.Wilson, 濱野 忠則, 中本 安
成, 内木 宏延: 脳アミロイドアンギオパチーを抑

制する細胞外シャペロン-In vitroモデルからの提
案（アミロイド基礎科学の新展開）. 第 7回日本
アミロイドーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019. 

 
安東由喜雄 

1) Ando Y: A successful example of precision and 

translational medicine. Towards a cure for amyloid 
diseases, Pavia, Italy, Dec 16-19, 2019. 
2) Ando Y: Learnings from ATTR-PN and the value of 

the multidisciplinary approach. Transthyretin amyloid 
cardiomyopathy msterclass, Kuala Lumpur, Malaysia, 
Oct 18-21, 2019. 

3) Ando Y: The role of transthyretin in health and 
disease. Transthyretin amyloid cardiomyopathy 
masterclass, Kuala Lumpur, Malaysia, Oct 18-21, 

2019. 
4) Ando Y: Recent advance in FAP. 2nd European 
ATTR amyloidosis meeting for patients and doctors, 

Berlin, Germany, Aug 1-5, 2019. 
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5) Ando Y: Novel insights in the pathogenesis of 
hereditary ATTR amyloidosis. Heidelberg University 
Hospital Kick-off meeting for2969, Heidelberg, 

Germany, Jul 17-20, 2019. 
6) Ando Y: Transthyretin related 
amyloidosis-Diagnosis, pathogenesis, and therapies. 

Plothena conference, San Francisco, USA, May 14-17, 
2019. 
7) 安東 由喜雄: 21世紀の病気 アミロイドーシス

の自律神経機能検査up to date. 第72回日本自律神
経学会学術集会総会, 11,2-3, 2019. 
8) 安東 由喜雄: 21世紀の病気アミロイドーシス 

-心アミロイドーシスの診断と治療に関する最新
情報-. 日本心臓病学会学術集会, 名古屋, 9,13-14, 
2019. 

9) 安東 由喜雄: 眼科医が知っておくべき全身性
アミロイドーシスの最新の知見. 第 30回緑内障学
会, 熊本, 9,6-8, 2019. 

10) 遠藤 芳徳, 長谷川 一浩, 野村 寮, 有島 英孝, 
菊田 健一郎, 山下 太郎, 井上 泰輝, 植田 光晴, 
安東 由喜雄, Mark R.Wilson, 濱野 忠則, 中本 安

成, 内木 宏延: 脳アミロイドアンギオパチーを抑
制する細胞外シャペロン-In vitro モデルからの提
案（アミロイド基礎科学の新展開）. 第 7 回日本

アミロイドーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019. 
11) 安東 由喜雄: ここまで来た難病 FAPの治療, 
根治を目指して～siRNAの可能性～. 第 5回核酸

医学会学術集会, 大阪 ,7,10-12, 2019. 
12) 安東 由喜雄: 21世紀の疾患アミロイドーシス
～治す神経難病の実践～. 第 60回日本神経学会学

術集会, 大阪, 5,22-25, 2019. 
13) 安東 由喜雄: ここまで進化した治療と病態研
究. 第 116回日本内科学会総会, 名古屋, 4,26-28, 

2019. 
 
山田正仁 

1) 山田 正仁: アミロイドーシスを予防し治療す
るための基礎と臨床. 第30回日本医学会総会2019
中部, 名古屋, 4,27-29, 2019. 

2) Sakai K, Yamada M. Cerebral amyloid 
angiopathy-related cognitive impairment and 
inflammation. 第 60回日本神経学会学術大会, 大

阪, 5,22-25, 2019. 

3) Sakai K, Ueda M, Fukushima W, Tamaoka A, Shoji 
M, Ando Y, Yamada M. CAA-related intracerebral 
hemorrhage in younger patients: a nationwide study in 

Japan. 第 60回日本神経学会学術大会, 大阪, 
5,22-25, 2019. 
4) 濵口 毅, 山田 正仁: 脳アミロイドアンギオパ

チーの個体間伝播の可能性. 第 7 回日本アミロイ
ドーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019. 
5) 濵口 毅, 山田 正仁：医療行為によるアミロイ

ド βタンパク質病理の個体間伝播. 第 24回日本神
経感染症学会総会・学術大会, 東京, 10,11-12, 2019. 
6) 坂井 健二, 山田 正仁: 脳アミロイドアンギオ

パチー関連炎症と頭痛. 第 47回日本頭痛学会総会, 
さいたま, 11,15-16, 2019. 
 

玉岡 晃 

1) 大内 翔悟，高橋 華，玉岡 晃, 寺田 真, 保坂
孝史, 吉井 與志彦: 進行性核上性麻痺様の症状で

発症し，水頭症を呈したクリプトコッカス髄膜脳

炎の 76 歳男性例. 第 657 回日本内科学会, 東京, 

2,8, 2020. 

2) 根本 広樹, 大内 翔吾, 奥根 祥, 玉岡 晃, 柳
園 昂太, 米納 昌恵: 難聴とめまいで発症し，突

発性難聴と鑑別を要した前下小脳動脈症候群の 1

例. 第 656 回日本内科学会, 東京, 12,14, 2019. 

3) 高橋 華, 石井 一弘, 高柳 ひかり, 玉岡 晃, 遠
藤 優枝, 関島 良樹: 心筋 99mTc-ピロリン酸シン

チグラフィーが診断に有用であった高齢発症の遺

伝性ATTRアミロイドーシスの72歳女性例. 第655

回日本内科学会, 東京, 11,9, 2019. 

4) 保坂 孝史, 寺田 真, 玉岡 晃, 竹澤 敬人, 大
窪勝 一朗, 岩渕 聡, 梶井 英治, 水谷 太郎: 肝

膿瘍に対するメトロニダゾール内服中に可逆性後

部白質脳症を呈した 87歳、女性例. 第 654 回日本

内科学会, 東京, 10,5, 2019. 

5) 清水 眸, 猪狩 弘大, 中馬越 清隆, 伊佐 恵，

石井 亜紀子, 玉岡 晃, 西野 一三: スタチン服用

歴がなく、肢帯型筋ジストロフィー様の慢性経過

を呈し、免疫療法が著効を示した抗 HMGCR 抗体陽

性免疫介在性壊死性ミオパチーの31歳男性例. 第

653 回日本内科学会, 東京, 9,14, 2019. 

6) 武田 勇人, 玉岡 晃, 野村 誠, 阿部 圭市, 原

範和, 池内 健: 当初正常圧水頭症が疑われた神経
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軸索スフェロイドを伴う遺伝性びまん性白質脳症

の1例. 第652回日本内科学会, 東京, 7,14, 2019. 

7) 伊佐 恵, 鈴木 浩明, 高橋 尚子, 森 悠, 大石

井 一弘, 武田 勇人, 玉岡 晃: アドレナリン作動

性点眼薬が眼瞼下垂に著効した慢性甲状腺炎の61

歳女性例. 第 651 回日本内科学会, 東京, 6,8, 

2019. 

8) 大内 翔悟, 保坂 愛, 増田 洋亮, 石川 栄一, 
松村 明, 佐藤 允之, 松丸 祐司, 辻 浩史，奥根 

祥, 玉岡 晃: 呼吸筋麻痺をきたした脳表ヘモジデ

リン沈着症の40歳男性例. 第 650回日本内科学会, 

東京, 5,18, 2019. 

9) 玉岡 晃: 認知症の神経症候学. 第 60 回日本神
経学会学術大会, 大阪, 5,22, 2019. 

10) 武田 勇人, 石井 亜紀子, 野原 誠太郎, 保坂

孝史, 儘田 直美, 寺田 真, 塩谷 彩子, 奥根 祥, 

遠坂 直希, 三宅 善嗣, 辻 浩史, 冨所 康志, 中

馬越 清隆, 石井 一弘, 玉岡 晃: 肺小細胞癌を背

景とした傍腫瘍性神経症候群の異なる臨床病型を

とった4例. 第60回日本神経学会学術大会, 大阪, 

5,22, 2019. 

11) 塩谷 彩子, 宅間 浩, 石井 亜紀子, 辻 浩史,
高橋 俊明, 青木 正志, 玉岡 晃: 同一遺伝子変異

を有する dysferlinopathy 同胞例の検討．第 60 回

日本神経学会学術大会, 大阪, 5,22, 2019. 

12) Sakai K, Ueda U, Fukushima W, Tamaoka A, 
Shoji M, Ando Y, Yamada, M: MCAA-related 

intracerebral hemorrhage in younger patients: a 
nationwide study in Japan. 60th Annual Meeting of the 
Japanese Society of Neurology, Osaka, 5,22, 2019. 

13) Araki W, Taniguchi K, Araki T, Yamamoto F, 
Tamaoka A, Kametani F: Amyloid beta-protein 
oligomers bind to both NMDA receptor and 

metabotropic glutamate receptor 1. 60th Annual 
Meeting of the Japanese Society of Neurology, Osaka, 
5,22, 2019. 

14) Tomidokoro Y, Ishii K, Irie K, Tamaoka A: Toxic 
Abeta conformer and tau in CSF obtained from the 
cases of AD and controls, a preliminary study. 60th 

Annual Meeting of the Japanese Society of Neurology, 
Osaka, 5,22, 2019. 
15) 中馬越 清隆, 山田 詩, 川上 莉央, 小金澤 禎

史, 玉岡 晃: アルツハイマー病での病的な矩形波

眼球運動の解析. 第 60 回日本神経学会学術大会, 

大阪, 5,23, 2019. 

16) 伊佐 恵, 石井 亜紀子, 前田 昌哉, 武田 勇

人, 清水 眸, 遠坂 直希, 三宅 善嗣, 奥根 祥, 辻

浩史, 冨所 康志, 中馬越 清隆, 石井 一弘, 玉岡

晃: 多発性硬化症における睡眠障害の検討. 第 60

回日本神経学会学術大会, 大阪, 5,23, 2019. 

17) 石井 一弘, 根本 清貴, 岩崎 信明, 武田 徹,
増田 知之, 柴田 康行, 玉岡 晃: 有機ヒ素中毒に

よる脳血流変化について. 第60回日本神経学会学

術大会, 大阪, 5,24, 2019. 

18) 石井 亜紀子, 野原 誠太郎, 山本 詞子, 遠坂

直希, 奥根 祥, 三宅 善嗣, 清水 眸, 武田 勇人, 

八ッ賀 秀一, 古賀 靖敏, 伊佐 恵, 冨所 康志, 辻

浩史, 中馬越 清隆, 石井 一弘, 玉岡 晃: ミトコ

ンドリア病バイオマーカーである GDF-15 は多発

性硬化症の重症度と相関する. 第60回日本神経学

会学術大会, 大阪, 5,24, 2019. 

19) 白岩 伸子, 玉岡 晃, 大越 教夫: 水痘・帯状
疱疹ウイルス感染症関連神経疾患の臨床的検討. 

第60回日本神経学会学術大会, 大阪, 5,24, 2019. 

20) Kanazawa T, Sato W, Raveney B, Takewaki D, 
Yoko Y, Takahashi Y, Tamaoka A, Oki S, Yamamura 
T: The role of Eomesodermin-expressing T-helper 

cells in neurodegenerative diseases. 60th Annual 
Meeting of the Japanese Society of Neurology, Osaka, 
5,24, 2019. 

21) 辻 浩史, 遠坂 直希, 三宅 善嗣, 奥根 祥,武
田 勇人, 清水 眸, 冨所 康志, 中馬越 清隆, 石

井 亜紀子, 石井 一弘, 玉岡 晃: 最近の重症筋無

力症診療の動調査. 第60回日本神経学会学術大会, 

大阪, 5,25, 2019. 

 

高市憲明 
1) 福田 誠, 水野 裕基, 平松 里佳子, 山内 真之, 
諏訪部 達也, 澤 直樹, 星野 純一, 大橋 健一, 藤

井 丈士, 池田 裕次, 高市 憲明, 乳原 善文. IL-6

受容体阻害剤にて腎不全進行を抑制し得た関節リ

ウマチ合併AA-Amyloidosisの一例 第 49回日本腎

臓学会東部学術学会, 東京, 10,4-5, 2019. 
2) 松岡 舟作, 星野 純一, 川田 真宏, 長谷川 詠
子, 澤 直樹, 乳原 善文, 高市 憲明, 山本 豪, 藤

井 丈士. リンパ形質細胞性リンパ腫
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(LPL)/Waldenstrom's macrogloblinemia(WM)に合併
した IgM-kappa 型 AHL amyloidosisの一例. 第 49
回日本腎臓学会東部学術学会, 東京, 10,4-5, 

2019. 
3) 遠山 友希, 大島 洋一, 住田 圭一, 水野 裕基, 
山内 真之, 早見 典子, 関根 章成, 星野 純一, 澤 

直樹, 高市 憲明, 木脇 圭一, 藤井 丈士, 小向 大

輔, 乳原 善文. 20年の長期維持透析患者の透析
困難症として発症した原発性 AL アミロイドーシ

スの一例. 第 49回日本腎臓学会東部学術学会, 東
京, 10,4-5, 2019. 
4) 犬井 啓太, 澤 直樹, 水野 裕基, 諏訪部 達也, 

平松 里佳子, 山内 真之, 高市 憲明, 乳原 善文, 

木脇 圭一, 大橋 健一, 藤井 丈士. IL-6受容体抗
体製剤の長期投与により腎臓内のアミロイド沈着

まで改善を認めた家族性地中海熱(FMF)の 1例. 
第49回日本腎臓学会東部学術学会, 東京, 10,4-5, 
2019. 

 

山田俊幸 

1) 川口 公平, 奥田 恭章, 黒田 毅, 山田 俊幸: 

生検材料からのアミロイド内 AA 蛋白の分析. 京
都, 4,16, 2019. 
2) 川口 公平, 奥田 恭章, 黒田 毅, 山田 俊幸: 

MALDI-TOF MS による生検組織片から抽出され
た AA 蛋白の分子構造分析. 第 7 回日本アミロイ
ドーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019.  

3) 山田 俊幸: シンポジウム 2、臨床化学の焦点、
7. Ｍ蛋白. 第 66 回日本臨床検査医学会学術集会, 
岡山, 11,22, 2019. 

4) 川口 公平, 山田 俊幸: MALDI-TOF MSを用い
た血清 SAAの分析による SAA1遺伝子型の同定． 
第 59回日本臨床化学会年次学術集会, 仙台, 9,28, 

2019. 
 

重松 隆 

1) 園生 智広, 大矢 昌樹, 重松 隆: 高リン条件下
での筋萎縮因子発現の検討. 第 64回日本透析医学
会学術集会・総会, 東京, 6,28-30, 2019. 

 

奥田恭章 

1) 奥田恭章: 当院における RAに合併した AAア

ミロイドーシス 447例の診断年代による臨床像と

予後の変遷- 第 63回日本リウマチ学会総会・学術
集会, 京都, 4,15-17, 2019.  
2) 奥田 恭章: 当院における AAアミロイドーシ

スの臨床像と予後の検討. 第 7回日本アミロイド
ーシス学会・学術集会, 東京, 8,30, 2019. 
3) 奥田 恭章: 関節リウマチについて-知っておき

たい基礎知識. 関節リウマチ市民公開講座, 松山, 
9,7, 2019. 
 

西 愼一 

1) Nishi S, Fujii H, Goto S, Kono K, Watanabe K. 
Intraventricular Septum Thickness Increases 

Depeneding on the Decline of eGFR in AL Renal 
Amyloidosis. American Society of Nephrology, 
Washington, DC, USA (Poster), 11,8, 2019. 

 

畑 裕之 

1) 笹野 孝行, 河野 和, 松下 豊, 松岡 雅雄, 畑

裕之: JX06, a potent and selective PDK1 inhibitor, is 
highly promising in myeloma therapeutic strategy. 第
44回日本骨髄腫学会, 名古屋, 5,11-12, 2019. 

2) 河野 和, 稲田 優紀, 笹野 孝行, 西村 直, 松
下 豊, 畑 裕之, 松岡 雅雄: Targeting AMPD1, a 
plasma cell specific metabolic molecule, for multiple 

myeloma treatment. 第 44回日本骨髄腫学会, 名古
屋, 5,11-12, 2019. 
3) 河野 和, 上野 二菜, 上野 志貴子, 奥野 豊, 

畑 裕之, 松岡 雅雄: ダラツムマブ投与により早
期に血液学的寛解が得られた多発性骨髄腫に合

併した ALアミロイドーシスの一例. 第 7回日本

アミロイドーシス学会, 東京, 8,30, 2019.  
4) 笹野 孝行, 河野 和, 串間 咲希, 松岡 雅雄, 
畑 裕之: A novel PDK1 inhibitor, JX06, 

dephosphorylates PDH and induces apoptosis in 
myeloma cells. 第 81回日本血液学会, 東京, 
10,11-13, 2019. 

5) 河野 和, 笹野 孝行, 稲田 優紀, 西村 直, 串
間 咲希, 畑 裕之, 松岡 雅雄: AMPD1, a plasma 
cell specific purine metabolic molecule, is a novel 

therapeutic target for myeloma. 第 81回日本血液学
会, 東京, 10,11-13, 2019. 
6) Kawano Y, Sasano T, Kushima S, Inada Y, 

Nishimura N, Hata H, Matsuoka M: Targeting the 
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Plasma Cell Specific Purine Meta bolic Enzyme, 
AMPD1, Induces Multiple Myeloma Cell Death 
Accompanying NAD Depletion. 61th Annual Meeting 

of Amrican Society of Hematology, Orlando, Dec 
7-10, 2019. 
7) Kushima S, Sasano T, Matsuoka M, Hata H, 

Kawano Y. Targeting Nicotinamide Adenine 
Dinucleotide (NAD) Glycohydrase Activity of CD38 
Exerts Anti-Myeloma Effect Accompanying 

Intracellular NAD Elevation. 61th Annual Meeting of 
Amrican Society of Hematology, Orlando, Dec 7-10, 
2019. 

8) Sasano T, Kushima S, Matsushita Y, Matsuoka M, 
Hata H, Kawano Y. JX06, a Novel PDK1 Inhibitor, 
Induces Myeloma Cell Apoptosis By Metabolic 

Reprogramming and Works Synergistically with 
Bortezomib. 61th Annual Meeting of Amrican Society 
of Hematology, Orlando, Dec 7-10, 2019. 

 

小池春樹 

1) Koike H: Familial amyloid polyneuropathy: from 

pathology and mechanisms of nerve degeneration to 
therapy. The 3rd International Taiwanese Congress of 
Neurology, Taipei, 5,3-5, 2019.  

2) Koike H: Neuropathology of inflammatory 
neuropathies. 2019 Peripheral Nerve Society Annual 
Meeting, Genoa, 7,27-30, 2019.  

3) Koike H: Ultrastructure of CIDP: A role of 
autoantibodies to nodal or paranodal proteins in the 
pathogenesis. 第 60回日本神経学会学術大会, 大阪, 

5,22-25, 2019.  
4) 小池 春樹, 大山 健, 祖父江 元, 勝野 雅央: 
診断病理セッション: 両下肢のしびれ・痛みを主

訴とする 55歳男性例. 第 60回日本神経病理学会
総会学術研究会, 東京, 7,14-16, 2019.   
4) Koike H, Fukami Y, Nishi R, Kawagashira Y, Iijima 

M, Katsuno M, Sobue G: Ultrastructural mechanisms 
of macrophage-induced demyelination in 
Guillain-Barré syndrome. 2019 Peripheral Nerve 

Society Annual Meeting, Genoa, 7,27-30, 2019. 
5) Iijima M, Shimizu S, Fukami Y, Nishi R, 
Kawagashira Y, Koike H, Ogata H, Kira J, Kaida K, 

Koga M, Kanda T, Mori M, Kuwabara S, Katsuno M: 

RECIPE: a phase II randomized controlled trial of 
rituximab for refractory CIDP with IgG4 
autoantibodies. 2019 Peripheral Nerve Society Annual 

Meeting, Genoa, 7,27-30, 2019. 
 

島崎千尋 

1) 淵田 真一, 井出 大輔, 民西 葉子, 松井 紗央
梨, 岡野 晃, 初瀬 真弓, 村頭 智, 島崎 千尋: 当
院におけるALアミロイドーシス 84例に対する治

療の後方視的検討. 第 81回日本血液学会学術集会, 
東京, 10,11-13, 2019. 
2) 淵田 真一, 井出 大輔, 松井 紗央梨, 初瀬 真

弓, 村頭 智, 島崎 千尋: ALアミロイドーシスに
おける骨髄形質細胞割合が生存に与える影響. 第
7回日本アミロイドーシス学会学術集会, 東京, 

8,30, 2019. 
 

飯田真介 

1) Kanamori T, Sanada M, Ri M, Ueno H, Nishijima D, 
Yasuda T, Aoki S, Asano A, Tachita T, Kinoshita S, 
Narita T, Ito A, Kusumoto S, Masuda Y, Kobayashi N, 

Shiozawa Y, Yoshida K, Nakagawa M, Nannya Y, 
Shiraishi Y, Chiba K, Tanaka H, Komatsu H, Miyano S, 
Handa H, Ogawa S, Iida S: Comprehensive genetic 

analysis of multiple myeloma in Japan. #Poster 1367, 
24th. Congress of European Hematology Association, 
Amsterdam, Netherland, June 13-16, 2019. 

2) Ri M, Iida S, Maruyama D, Saito K, Saito Y, Osaga 
S, Tohkin M, Miyata N, Tobinai K, Fukuhara N, 
Miyazaki K, Minami Y, Tsukamoto N, Tsujimura H, 

Yoshimitsu M, Miyamoto K, Tsukasaki K, Nagai H: 
Lipidomic profiling of plasma samples in patients with 
newly diagnosed multiple myeloma; a biomarker study 

for predicting the response and toxicity of melphalan, 
prednisolone, and bortezomib (MPB) regimen: an 
ancillary study of JCOG1105 (JCOG1105A1). #Poster 

3156, 61st. Annual Meeting of American Society of 
Hematology, Orlando, Florida, USA, Dec 7-10, 2019. 
 

植田光晴 

1) 植田 光晴: 遺伝性トランスサイレチン型アミ
ロイドーシスの病態と治療. シンポジウム 「遺伝

性ニューロパチー診断と治療の最前線」, 第 60回
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日本神経学会学術大会, 大阪, 5, 25, 2019.  
2) Ueda M: Genetic testing & biopsy for definitive 
diagnosis of ATTR-PN. 1st Korea ATTR Symposium, 

July 6, 2019, Seoul, Korea (Invitational Lecture, 
symposium) 
3) 遠藤 芳徳, 長谷川 一浩, 野村 寮, 有島 英孝, 

菊田 健一郎, 山下 太郎, 井上 泰輝, 植田 光晴, 
安東 由喜雄, Mark R.Wilson, 濱野 忠則, 中本 安
成, 内木 宏延: 脳アミロイドアンギオパチーを抑

制する細胞外シャペロン-In vitro モデルからの提
案（アミロイド基礎科学の新展開）. 第 7 回日本
アミロイドーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019. 

4) 植田 光晴: 遺伝性 ATTRアミロイドーシスの
病態解析と siRNA治療の可能性．教育講演「遺伝
性 ATTRアミロイドーシスの Cutting Edge」, 第 7

回日本アミロイドーシス研究会, 東京, 8, 30, 2019. 
 

小野賢二郎 

1) Ono K, Yasumoto T, Takamura Y, Tsuji M, 
Watanabe-Nakayama T, Imamura K, Inoue H, 
Nakamura S, Inoue T, Kimura A, Yano S, Nishijo H, 

Kiuchi Y, Teplow DB: High molecular weight 
amyloid β1-42 oligomers induce neurotoxicity via 
plasma membrane damage. The Protein Aggregation 

Conference: From Structure to In Vivo Sequelae, 
Snowmass Village, Colorado, June 9-14, 2019. 
2) Ono K, Shozawa H, Oguchi T, Tsuji M, Yano S, 

Kiuchi Y: Supratherapeutic concentrations of 
cilostazol inhibits β-amyloid oligomerization in vitro. 
Alzheimer's Association International Conference 

2019(AAIC), Los Angeles, July 14-18, 2019. 
3) 小野 賢二郎: 原子間力顕微鏡および電子顕微
鏡によるアミロイド構成蛋白質凝集の観察. 医学

生物学電子顕微鏡技術学会第 35回学術講演会, 名
古屋, 5,10-12, 2019. 
4) 黒田 岳志, 小菅 将太, 小口 達敬, 森友 紀子, 

二村 明徳, 杉本 あずさ, 矢野 怜, 金野 竜太, 村
上 秀友, 小野 賢二郎: アルツハイマー病におけ
る脳小血管病と脳脊髄液循環障害の関連について. 

第 60回日本神経学会学術大会, 大阪, 5,22-25, 
2019. 

5) 小野 賢二郎: シヌクレイノパチーの病態に基
づいた疾患修飾へのアプローチ. 第 37回日本神経
治療学会, 横浜, 11,5-7, 2019. 

6) 野元 祥平, 金野 竜太, 森友 紀子, 二村 明徳, 
杉本 あずさ, 黒田 岳志, 矢野 怜, 村上 秀友, 落
合 裕隆, 小風 暁, 小野 賢二郎: アルツハイマー

型認知症, 軽度認知障害における甲状腺機能と脳
血流量の関連の検討. 第 38回日本認知症学会学術
集会, 東京, 11,7-9, 2019. 

7) 安本 太郎, 高村 雄策, 辻 まゆみ, 中山 隆宏, 
今村 恵子, 井上 治久, 中村 史朗, 井上 富雄, 木
村 篤史, 矢野 怜, 西条 寿夫, 木内 祐二, デービ

ッド・テプロフ, 小野賢二郎: 高分子 Aβオリゴマ
ーは細胞膜傷害を介して神経細胞毒性を発揮する．

第 39回日本認知症学会学術集会, 東京, 11,7-9, 

2019. 
8) 小野 賢二郎: 認知症に挑む. 日本情動学会第 9
回大会, 東京, 12,14-15, 2019. 

 

関島良樹 

1) 関島 良樹: 遺伝性 ATTR（ATTRｖ）アミロイ

ドーシス治療の現状と課題. 第 60回日本神経学会
学術大会, 京都, 5, 22-25, 2019. 
2) 関島 良樹: 遺伝性神経疾患の発症前診断と遺

伝カウンセリング. 第 60回日本神経学会学術大会, 
京都, 5, 22-25, 2019. 
3) 関島 良樹: 全内科横断的疾患”アミロイドーシ

ス”の診断と治療の最前線-全身性アミロイド－シ
スからアルツハイマー病まで-,第 144回信越地方
会, 松本, 6,2, 2019. 

4) 関島 良樹: 脳神経内科疾患の治療の現状と今
後の展望－認知症を中心に－. 浅間南麓こもろ医
療センター医学会, 小諸, 6,21, 2019. 

5) 関島 良樹: 遺伝性神経疾患の発症前診断と遺
伝カウンセリング～家族性アミロイドポリニュー

ロパチーを中心に～, 臨床遺伝 2019 in Sapporo, 

札幌, 8,2-4, 2019. 
6) 関島 良樹: 全身性アミロイドーシスの最近の
話題-野生型 ATTRアミロイドーシスを中心に-,第

7回日本アミロイドーシス学会学術集会, 東京, 
8,30, 2019. 
7) 関島 良樹: 不治の病から治療可能な疾患に―

アミロイドーシス治療の最前線―. 第 72回日本自
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律神経学会総会, 博多, 11,2-3, 2019. 
8) 関島 良樹:アミロイドーシスの診断と治療
update―ガイドラインとその先の展望―. 第 37回

日本神経治療学会学術集会, 横浜, 11,5-7, 2019. 
9) 関島 良樹: 進歩を遂げた遺伝性 ATTRアミロ
イドーシス/FAP治療-siRNA 製剤の可能性-. 第 37

回日本神経治療学会学術集会, 横浜, 11,5-7, 2019 . 
10) 小平 農, 大橋 信彦, 森田 洋, 関島 良樹: 
FAP患者における体幹部長さ依存性 Aδ線維機能

障害と四肢末梢神経障害との関連. 第 60回日本神
経学会学術大会, 京都, 5, 22-25, 2019. 
11) Yoshinaga T, Yazaki M, Abe R, Takasone K, 

Takahashi Y, Katoh N, Kametani F, Sekijima Y. 
Utility of LMD and LC-MS/MS for immunostaining 
negative cases in diagnosis of amyloidosis. 第 60回日

本神経学会学術大会, 京都, 5, 22-25, 2019. 
12) Katoh N, Ueno A, Ohashi N, Kodaira M: 
Bortezomib neuropathy: clinical and 

electrophysiological features and its predicitve factor. 
第 60回日本神経学会学術大会, 京都, 5, 22-25, 
2019. 

13) 大橋 信彦, 小平 農, 森田 洋, 関島 良樹: 電
気生理学的脱髄所見を呈するATTR-FAPと DADS
型 CIDPの差. 第 30回日本末梢神経学会学術集会, 

金沢, 8,23-24, 2019. 
14) 春日 一希, 高曽根 健, 大橋 信彦, 加藤 修明,
関島 良樹: AHアミロイドーシスによるアミロイ

ドニューロパチー. 第 30回日本末梢神経学会学術
集会, 金沢, 8,23-24, 2019. 
15) 高曽根 健, 高橋 佑介, 阿部 隆太, 小口 和浩,

吉長 恒明, 加藤 修明, 矢﨑 正英, 関島 良樹: 
99mTc-Pypと C-PiB PETを用いた非侵襲的な心
アミロイドーシス診断法の確立. 第 7回日本アミ

ロイドーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019. 
16) 中尾 聡, 宮﨑 大吾, 吉長 恒明, 矢﨑 正英,
関島 良樹: ATTR型脳軟膜アミロイドーシス/脳ア

ミロイドアンギオパチーの臨床的特徴. 第 7回日
本アミロイドーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 
2019. 

17) 高橋 佑介, 高曽根 健, 阿部 隆太, 吉長 恒明,
加藤 修明, 小口 和浩, 矢﨑 正英, 関島 良樹: 
V30M型 ATTRアミロイドーシス患者での脳アミ

ロイドーシスの PiB-PETを用いた経時的変化の検

討. 第 7回日本アミロイドーシス学会学術集会, 
東京, 8,30, 2019. 
18) 吉長 恒明, 高曽根 健, 高橋 佑介, 阿部 隆太,

中川 真優子, 加藤 修明, 矢﨑 正英, 関島 良樹: 
アミロイドーシスタイピング依頼例における陰性

例の要因検討, 第 7回日本アミロイドーシス学会

学術集会, 東京, 8,30. 2019. 
19) 阿部 隆太, 吉長 恒明, 加藤 修明, 矢﨑 正英,
亀谷 富由樹, 関島 良樹: 本邦の単一アミロイド

ーシス診断センターにおける連続 729例のアミロ
イドーシス診断実績. 第 7回日本アミロイドーシ
ス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019. 

20) 亀谷 富由樹, 吉長 恒明, 矢﨑 正英, 関島 良
樹: Amyloid Interactome. 第 7回日本アミロイドー
シス学会学術集会. 東京, 8,30, 2019. 

21) 中川 真優子, 矢﨑 正英, 吉長 恒明, 関島 良
樹, 亀谷 富由樹: 遺伝性 ATTRアミロイドーシス
患者の心筋・末梢神経における沈着アミロイド蛋

白の臓器内多様性の検討. 第 7回日本アミロイド
ーシス学会学術集会, 東京, 8,30, 2019. 
 

田原宣広 

1) 渡邊 真之, 本多 亮博, 田原 宣広, 平方 佐季, 
熊埜御堂 淳, 髙瀨 文敬, 庄嶋 賢弘, 大塚 昌紀, 

田中 啓之, 福本 義弘: 大動脈四尖弁の診断に 3D
経食道心エコーが有用であった一例. 第 324回内
科学会九州地方会, 福岡, 1,12, 2019. 

2) 戸次 宗久, 田原 宣広, 仲吉 孝晴, 中村 知久, 
杦山 陽一, 孫 佳慧, 本多 亮博, 井田 幸代, 田原
敦子, 野口 哲夫, 福本 義弘: 冠動脈プラークに

おける FDG-PETと非造影T1強調MR画像の比較. 
第 29回日本心血管画像動態学会, シンポジウム: 
冠動脈疾患における分子イメージング, 久留米, 

1,25-26, 2019. 
3) 田原 宣広, 戸次 宗久, 田原 敦子, 新田 良和, 
本多 亮博, 井形 幸代, 杦山 陽一, 前田 詔子, 孫

佳慧, 中村 知久, 仲吉 孝晴, 福本 義弘, 上野 高
史: 冠動脈病変における炎症活動性評価 - 
FDG-PET/ CTを用いた検討 –. 第 29回日本心血管

画像動態学会・第 88 回日本心臓血管放射線研究
会, 合同シンポジウム: 循環器画像診断の新たな
展開, 久留米, 1,25-26, 2019. 

4) 本多 亮博, 田原 宣広, 田原 敦子, 戸次 宗久, 
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中村 知久, 杦山 陽一, 新田 良和, 福本 義弘: 高
血圧治療が、脳細胞の神経活動性におよぼす効果

の解明 ～脳FDG-PETと脳血流SPECTによる検討

～. 第 11回福岡県医学会総会, 福岡, 2, 3, 2019.  
5) 戸次 宗久, 田原 宣広, 田原 敦子, 杦山 陽一, 
緒方 詔子, 本多 亮博, 井形 幸代, 中村 知久, 孫

佳慧, 山岸 昌一, 福本義弘: Switching DPP-4 
Inhibitors to Tofogliflozin, a Selective Inhibitor of 
SGLT2 Improves Arterial Stiffness Evaluated by CAVI 

in Patients with Diabetes. 第 83回日本循環器学会学
術集会, 横浜, 3,29-31, 2019. 
6) 田原 宣広: 心不全診療における分子イメージ

ングの有用性. 第 83回日本循環器学会学術集会, 
ランチョンセミナー13 慢性心不全診療における
画像モダリティの活用, 横浜, 3, 29-31, 2019. 

7) Kaida H, Tahara N, Hanaoka K, Yamada M, 
Matsukubo Y, Im SW, Yagyu Y, Kozuka T, Hosono M, 
Ishii K: The usefulness 18F-FDG PET/CT for the 

diagnosis of large vessel vasculitis. The 78th Annual 
meeting of the Japanese Radiological Society, 
Symposium, Yokohama, 4,11-14, 2019. 

8) 田原 宣広, 戸次 宗久, 田原 敦子, 緒方 詔子, 
杦山 陽一, 本多 亮博, 井形 幸代, 孫 佳慧, 福本
義弘: FDG-PETを用いて血管炎症を可視化する. 

第 8回臨床高血圧フォーラム, 教育講演 3: 血管炎, 
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遺伝性 ATTRアミロイドーシスにお
ける血管障害の解析 

臨床神経学 59 314 2019 

田崎 雅義, 植田 光
晴, 大林 光念, 安東 
由喜雄 

EFEMP1アミロイドの沈着頻度およ
び至適病理学的診断法の検討 

臨床病理 67 286 
 

2019 

城野 博史, 田崎 雅
義, 山下 太郎, 大林 
光念, 安東 由喜雄 

臨床志向型プロテオーム研究の実
践 アミロイドーシス病型診断に
おけるプロテオーム解析の実践 

電気泳動 63 117 2019 

田崎 雅義, 大林 光
念, 安東 由喜雄 
 

臨床志向型プロテオーム研究の実
践 未知のアミロイド原因蛋白質
も同定できる新たな質量分析診断
法 

電気泳動 63 118 2019 
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喜多 也寸志, 伊達 
紫, 中里 雅光, 山下 
太郎, 安東 由喜雄, 
吉田 幸司, 寺澤 英
夫, 清水 洋孝, 上原 
敏志 

Val107ATTR変異を認めた FAP兄弟
例 

臨床神経学 59 674 2019 

田崎 雅義, 植田 光
晴, 星井 嘉信, 磯口 
藍斗, 山下 太郎, 大
林 光念, 安東 由喜
雄 

質量分析装置を用いた新規アミロ
イド原因蛋白質. EFEMP1の同定 

臨床化学 48 230 2019 

田崎 雅義, 植田 光
晴, 星井 嘉信, 磯口 
藍斗, 山下 太郎, 大
林 光念, 安東 由喜
雄 

質量分析装置を用いた新規アミロ
イド原因蛋白質. EFEMP1の同定 

臨床化学 48 285 2019 

礒口 藍斗, 田崎 雅
義, 植田 光晴, 星井 
嘉信, 山下 太郎, 大
林 光念, 安東 由喜
雄  

EFEMP1のアミロイド線維形成能お
よび本アミロイドの静脈細胞に与
える影響 

臨床化学 48 86 2019 

井上 泰輝, 植田 光
晴, 増田 曜章, 三隅 
洋平, 山下 太郎, 安
東 由喜雄 

メマンチン塩酸塩はインスリン分
解酵素の発現上昇を介し脳アミロ
イドアンギオパチーを抑制する 

神経治療学 36 238 2019 
 
 

柊中 智恵子, 山下 
太郎, 安東 由喜雄 

遺伝性 ATTRアミロイドーシス国際
交流会企画・運営の評価 

日本遺伝看
護学会誌 

18 44 2019 

津田 幸元, 向野 晃
弘, 村上 慶高, 増田 
曜章, 中原 圭一, 中
根 俊成, 安東 由喜
雄 

ジストニア肢位にMuscle Afferent 
Block(MAB)が有効であった DRPLA
の一例 

臨床神経学 59 552 2019 

城野 博史, 田崎 雅
義, 山下 太郎, 大林 
光念, 安東 由喜雄 
 

臨床志向型プロテオーム研究の実
践 アミロイドーシス病型診断に
おけるプロテオーム解析の実践 

電気泳動 63 117 2019 

増田 曜章, 植田 光
晴, 永利 知佳子, 三
隅 洋平, 井上 泰輝, 
野村 隼也, 山下 太
郎, 大林 光念, 安東 
由喜雄 

トランスサイレチン型家族性アミ
ロイドポリニューロパチーの早期
診断における瞳孔機能解析の有用
性 

自律神経 56 xxxvi 2019 

武久 康, 野田 和代, 
西村 広健, 山下 太
郎, 安東 由喜雄 

末梢神経障害をきたした ALアミロ
イドーシスの 70歳女性 

臨床神経学 59 390 2019 

西 慎一, 藤井 秀毅, 
島崎 千尋, 植田 光
晴, 安東 由喜雄, 内
木 宏延 

ALアミロイドーシス症例の心エコ
ー所見と腎機能・高血圧との関連 

日本腎臓学
会誌 

61 370 2019 
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三隅 洋平, 安東 由
喜雄 

心筋疾患 心アミロイドーシス 医学のあゆ
み 

268 737-742 2019 

Hamaguchi, T, 
Komatsu J, Sakai K, 
Noguchi-Shinohara M, 
Aoki S, Ikeuchi T,  
Yamada M 

Cerebral hemorrhagic stroke associated 
with cerebral amyloid angiopathy in 
young adults about 3 decades after 
neurosurgeries in their infancy.  

J Neurol Sci  399 3-5 2019 

Sakai K, Ueda M, 
Fukushima W, 
Tamaoka A, Shoji M, 
Ando Y, Yamada M 

Nationwide survey on cerebral amyloid 
angiopathy in Japan. 

Eur J Neurol  26 1487-1493 2019 

Yamada M, Hamaguchi 
T, Sakai K 

Acquried cerebral amyloid angiopathy: 
an emerging conept. 

Prog Mol Biol 
Transl Sci 

168 85-95 2019 

Aizawa S, Okada T, 
Keino-Masu K, Doan 
TH, Koganezawa T, 
Akiyama M, Tamaoka 
A, Masu M 

Abnormal Pyramidal Decussation and 
Bilateral Projection of the 
Corticospinal Tract Axons in Mice 
Lacking the Heparan Sulfate 
Endosulfatases, Sulf1 and Sulf2. 

Front Mol 
Neurosci 

12 333 2020  

Nishizawa M, Onodera 
O, Hirakawa A, 
Shimizu Y, Yamada M; 
Rovatirelin Study 
Group 

Effect of rovatirelin in patients with 
cerebellar ataxia: two randomised 
double-blind placebo-controlled phase 
3 trials. 

J Neurol 
Neurosurg 
Psychiatry 

10 1136 2020 

Tamaoka A Current Clinical Trials in the Treatment 
of Alzheimer's Disease. 

Brain and 
Nerve 

72(1) 23-34 2020 

Shioya A, Takuma H, 
Takahashi T, Ishii A, 
Aoki M, Tamaoka A 

Radiological findings in siblings with 
dysferlin mutation with diverse 
phenotype. 

J Neurol Sci 409 116579 2020 

Ishii K, Yamamoto F, 
Homma S, Okada Y, 
Nakamichi K, Saijo M, 
Tamaoka A 

Probable progressive multifocal 
leukoencephalopathy-immune 
reconstitution inflammatory syndrome 
with immunosuppressant dose 
reduction following lung 
transplantation: a case report and 
literature review. 

BMC Neurol 19(1) 263-269 2019 

Ishii A, Nohara S, 
Yamamoto F, Tsuji H, 
Yatsuga S, Koga Y, 
Tamaoka A 

Potentially confounding variables of 
mitochondria biomarker GDF-15. 

Neuromusc 
Disord 

29(S1) S56 2019 

Hosoi T, Ishii K, 
Tozaka N, Kishida D, 
Sekijima Y, Tamaoka A 

Familial Mediterranean Fever is 
Important in the Differential Diagnosis 
of Recurrent Aseptic Meningitis in 
Japan. 

Intern Med 59(1) 125-128 2020 
 

Hosaka T, Nakamagoe 
K, Tozaka N, Aizawa S, 
Tamaoka A 

Steroid pulse therapy of radiological 
disease activity without clinical relapse 
in CLIPPERS. 

Neurol Sci 41(3) 709-711 2020 
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Nohara S, Ishii A, 
Yamamoto F, Yanagiha 
K, Moriyama T, Tozaka 
N, Miyake Z, Yatsuga 
S, Koga Y, Hosaka T, 
Terada M, Yamaguchi 
T, Aizawa S, Mamada 
N, Tsuji H, Tomidokoro 
Y, Nakamagoe K, Ishii 
K, Watanabe M, 
Tamaoka A 

GDF-15, a mitochondrial disease 
biomarker, is associated with the 
severity of multiple sclerosis. 

J Neurol Sci 405 116429 2019 

Shioya A, Mashiko R, 
Shiigai M, Nakai Y, 
Takahashi N, 
Kobayashi H, Irie T, 
Tamaoka A 

Dural Sinus Thrombosis with 
Nonsymptomatic Persistent Falcine 
Sinus: A Case Report. 

J Stroke 
Cerebrovasc 
Dis 

28(11) 104309 2019 

Miyake Z, Tomidokoro 
Y, Nohara S, Tamaoka 
A 

Chronic myelitis associated with zoster 
sine herpete: A case report. 

Medicine 
(Baltimore) 

98(32) E16671 2019 

Shiraishi H, Yamada K, 
Oki E, Ishige M, Fukao 
T, Hamada Y, Sakai N, 
Ochi F, Watanabe A, 
Kawakami S, Kuzume 
K, Watanabe K, 
Sameshima K, 
Nakamagoe K, 
Tamaoka A, Asahina N, 
Yokoshiki S, Miyakoshi 
T, Oba K, Isoe T, 
Hayashi H, Yamaguchi 
S, Sato N 

Open-label clinical trial of bezafibrate 
treatment in patients with fatty acid 
oxidation disorders in Japan; 2nd report 
QOL survey. 

Mol Genet 
Metab Rep 

20 100496 2019 

Tomono T, Hirai Y, 
Chono H, Mineno J, 
Ishii A, Onodera M, 
Tamaoka A, Okada T 

Infectivity assessment of recombinant 
adeno-associated virus (rAAV) and 
wild-type AAV (wtAAV) exposed to 
various diluents and environmental 
conditions. 

Hum Gene 
Ther Methods 

30(4) 137-143 2019 

Hosaka T, Yamashita T, 
Tamaoka A, Kwak S 

Extracellular RNAs as Biomarkers of 
Sporadic Amyotrophic Lateral 
Sclerosis and Other Neurodegenerative 
Diseases. 

Int J Mol Sci 20(13) E3148 2019 

Sakai K, Ueda M, 
Fukushima W, 
Tamaoka A, Shoji M, 
Ando Y, Yamada M 

Nationwide survey on cerebral amyloid 
angiopathy in Japan. 

Eur J Neurol 26(12) 1487-1493 2019 

Taniguchi K, 
Yamamoto F, Arai T, 
Yang J, Sakai Y, Itoh 
M, Mamada N, 
Sekiguchi M, Yamada 
D, Saitoh A, Kametani 
F, Tamaoka A, Araki 
YM, Wada K, 
Mizusawa H, Araki W 

Tyrosol Reduces Amyloid-β Oligomer 
Neurotoxicity and Alleviates Synaptic, 
Oxidative, and Cognitive Disturbances 
in Alzheimer's Disease Model Mice. 

J Alzheimers 
Dis 

70(3) 937-952 2019 
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Nakamagoe K, Yamada 
S, Kawakami R, 
Koganezawa T, 
Tamaoka A 

Abnormal Saccadic Intrusions with 
Alzheimer's Disease in Darkness. 

Curr 
Alzheimer 
Res 

16(4) 293-301 2019 

Miyake Z, Tomidokoro 
Y, Tsurubuchi T, 
Matsumura A, 
Sakamoto N, Noguchi 
M, Tamaoka A 

Intravascular large B-cell lymphoma 
presenting with hearing loss and 
dizziness: A case report. 

Medicine 
(Baltimore) 

98(7) E14470 2019 

Nohara S, Tsuji H, 
Tamaoka A 

Alien leg phenomenon in corticobasal 
syndrome. 

J Clin 
Neurosci 

64 254-255 2019 
 

玉岡晃 アルツハイマー病－臨床試験の現
状と展望． 

BRAIN and 
NERVE 

72(1) 23-34 2020 

玉岡晃 
 

認知症の発症予防の現状． MEDECAL 
REHABIRIT
ATION 

241 1-5 2019 

寺田真, 玉岡晃 αシヌクレインのプリオン様作用 医学のあゆ
み 

271(7) 668-670 2019 

玉岡晃 抗アミロイドβ抗体療法の現況 Neurodiem - - 2019 

森山哲也，山本詞子，
石井一弘，玉岡晃 

水頭症を呈したサイコイドーシス． 日本医事新
報 

4976 10-11 2019 

森山哲也，渡邊雅彦，
玉岡晃 

パーキンソニズムを呈した硬膜動
静脈瘻 

日本医事新
報 

4966 8-10 2019 

玉岡晃 アルツハイマー病 CLINICAL 
NEUROSCIE
NCE 

37(7) 851-853 2019 

玉岡晃 脂質異常症 Geriatric 
Medicine 

57(4) 335-338 2019 

森山哲也，中馬越清
隆，玉岡晃 

バセドウ病を合併し、抗 CCP 抗体が
陽性であった無菌性髄膜炎 

日本医事新
報 

4949 10-11 2019 

Toriu N, Sawa N, 
Hiramatsu R, Mizuno 
H, Ikuma D, Sekine A, 
Hayami N, Sumida K, 
Yamanouchi M, 
Hasegawa E, Hoshino 

Regression of renal amyloid deposits 
by VAD therapy plus autologous stem 
cell transplantation in a patient with 
primary AL amyloidosis. 

CEN Case 
Reports 

9 6-10 2020  
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J, Takaichi K, Wake A, 
Ohashi K, Fujii T, 
Ubara Y 

Nishi S, Yamamoto S, 
Hoshino J, Takaichi K,  
Naiki H 

The features of bone articular lesions in 
dialysis-related amyloidosis (DRA) and 
criteria for the clinical diagnosis of 
DRA. 

Renal 
Replacement 
Therapy 

5(10) 1-8 2019 

Takase H, Tanaka M, 
Nakamura Y, Morita S, 
Yamada T, Mukai T 

Effects of lipid composition on the 
structural properties of human serum 
amyloid A in reconstituted high-density 
lipoprotein particles. 

Chem Phys  
Lipids  

221 8-14 2019 

Kotani K, Yamada S, 
Takahashi H, Iwazu Y, 
Yamada T 

The ratio of oxidized lipoprotein(a) to 
native Lipoprotein(a) and the 
endothelial function in patients with 
type 2 diabetes mellitus.  

Int J Mol Sci 20(19)  2019 

若松弘之、簗瀬直穂
美、日高裕介、鯉渕晴
美、岩津好隆、山本さ
やか、谷口信行、山田
俊幸 

免疫固定電気泳動法システムでの
IgA型M蛋白の軽鎖同定における問
題点． 

臨床病理 67 675-678 2019 

Yashiro M, Ohya M, 
Mima T, NakashimaY, 
Kawakami K, 
Yamamoto S, 
Kobayashi S, Yano T, 
TanakaY, Sonou T, 
Tatsuta K, Negi S, 
Shigematsu T 

Active vitamin D and vitamin D 
analogs stimulate fibroblast growth 
factor 23 production in osteocyte-like 
cells via the vitamin D receptor. 

J 
Pharmaceutic 
Biomed 
Analysis 

  2020 
in 

press 

Shigematsu T, 
Fukagawa M, 
Yokoyama K, Akiba T, 
Fujii A, Shinoda A, 
Akizawa T 

Influence of dialysate Ca 
concentrations on the therapeutic 
effects of etelcalcetide with 
concomitant drugs in patients with 
secondary hyperparathyroidism. 

Nephrology 
(Carlton) 

  2020 
in 

press 

Okuda Y AA amyloidosis – Benefits and 
prospects of IL-6 Inhibitors. 

Mod 
Rheumatol 

29 268-274 2019 

Nishi S, Yamamoto S, 
Hoshino J, Takaichi K,  
Naiki H 

The features of bone articular lesions in 
dialysis-related amyloidosis (DRA) and 
criteria for the clinical diagnosis of 
DRA. 

Renal 
Replacement 
Therapy 

5(10) 1-8 2019 

Iida S, Ishida T, 
Murakami H, Ozaki S, 
Abe M, Hata H, 
Shimazaki C 

JSH practical guidelines for 
hematological malignancies, 2018: III. 
Myeloma-1. Multiple myeloma (MM). 

Int J Hematol  109(5) 509-538 2019 

Ueno S, Nozaki J, 
Kusano S, Kawano Y, 
Kikukawa Y, Okuno Y, 
Hata H, Matsuoka M, 
Uchiba M 

Spontaneous remission of acquired 
factor XIII inhibitor concurrent to 
development of IgA-λ type multiple 
myeloma. 

Jpn J Clin 
Hematol 

60(10) 1443-1448 2019 

Nishimura N, Radwan 
MO, Amano M, Endo 
S, Fujii E, Hayashi H, 
Ueno S, Ueno N, 

Novel p97/VCP inhibitor induces 
endoplasmic reticulum stress and 
apoptosis in both bortezomib-sensitive 
and -resistant multiple myeloma cells. 

Cancer Sci 110(10) 3275-3287 2019 
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Tatetsu H, Hata H, 
Okamoto Y, Otsuka M, 
Mitsuya H, Matsuoka 
M, Okuno Y 
Katsuya H, Islam S, 
Tan BJY, Ito J, 
Miyazato P, Matsuo M, 
Inada Y, Iwase SC, 
Uchiyama Y, Hata H, 
Sato T, Yagishita N, 
Araya N, Ueno T, 
Nosaka K, Tokunaga 
M, Yamagishi M, 
Watanabe T, Uchimaru 
K, Fujisawa JI, 
Utsunomiya A, Yamano 
Y, Satou Y 

The Nature of the HTLV-1 Provirus in 
Naturally Infected Individuals 
Analyzed by the Viral 
DNA-Capture-Seq Approach. 

Cell Rep 29(3) 724-735    2019  

Koike H, Fukami Y, 
Nishi R, Kawagashira 
Y, Iijima M, Katsuno 
M, Sobue G 

Ultrastructural mechanisms of 
macrophage-induced demyelination in 
Guillain-Barré syndrome. 

J Neurol 
Neurosurg 
Psychiatry 

  2020 
in 

press 

Koike H, Ikeda S, 
Fukami Y, Nishi R, 
Kawagashira Y, Iijima 
M, Nakamura T, 
Kuwahara M, Kusunoki 
S, Katsuno M, Sobue G 

Complement deposition and 
macrophage-induced demyelination in 
CIDP with anti-LM1 antibodies. 

J Neurol Sci 408 116509 2020 

Koike H, Katsuno M Expanding the spectrum of 
transthyretin amyloidosis. 

Muscle Nerve 61(1) 3-4 2020 

Koike H, Katsuno M, 
Sobue G 

New teased-fibre definitions represent 
specific mechanisms of neuropathy. 

J Neurol 
Neurosurg 
Psychiatry 

90(2) 124 2019 

Koike H, Fukami Y, 
Nishi R, Kawagashira 
Y, Iijima M, Sobue G, 
Katsuno M 

Clinicopathological spectrum and 
recent advances in the treatment of 
hereditary transthyretin amyloidosis. 

Neurol Clin 
Neurosci 

7 166-173 2019 

Koike H, Katsuno M Ultrastructure in transthyretin 
amyloidosis: from pathophysiology to 
therapeutic insights. 

Biomedicines 7(1) E11 2019 

Koike H, Nishi R, 
Ikeda S, Kawagashira 
Y, Iijima M, Katsuno 
M, Sobue G 

Evolution of amyloid fibrils in 
hereditary transthyretin amyloidosis: an 
ultrastructural study. 

Amyloid 26(sup1) 26 2019 

Koike H, Nakamura T, 
Nishi R, Ikeda S, 
Kawagashira Y, Iijima 
M, Katsuno M, Sobue 
G 

Cardiac and peripheral vasomotor 
autonomic functions in hereditary 
transthyretin amyloidosis with 
non-Val30Met mutation. 

Amyloid 26(sup1) 13-14 2019 
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Koike H, Nakamura T, 
Nishi R, Ikeda S, 
Kawagashira Y, Iijima 
M, Yasuda T, Mukai E, 
Date Y, Shiomi K, 
Nakazato M, Katsuno 
M, Sobue G 

Common clinicopathological features 
in late-onset hereditary transthyretin 
amyloidosis (Ala97Gly, Val94Gly, and 
Val30Met). 

Amyloid 26(sup1) 24-25 2019 

Nishi R, Koike H, 
Ohyama K, Fukami Y, 
Ikeda S, Kawagashira 
Y, Iijima M, Katsuno 
M, Sobue G 

Differential clinicopathological 
features of EGPA-associated 
neuropathy with and without ANCA. 

Neurology   2020 
in 

press 

Fukami Y, Koike H, 
Iijima M, Hagita J, 
Niwa H, Nishi R, 
Kawagashira Y, 
Katsuno M 

Demyelinating neuropathy due to 
intravascular large B-cell lymphoma: a 
case report. 

Intern Med 59(3) 435-438 2020 

Adams D, Koike H, 
Slama M, Coelho T 

Hereditary transthyretin amyloidosis: a 
model of medical progress for a fatal 
disease. 

Nat Rev 
Neurol 

15(7) 387-404 2019 

Ikeda S, Koike H, Nishi 
R, Kawagashira Y, 
Iijima M, Katsuno M, 
Sobue G 

Clinicopathological characteristics of 
subtypes of chronic inflammatory 
demyelinating polyradiculoneuropathy. 

J Neurol 
Neurosurg 
Psychiatry 

90(9) 988-996 2019 

Nakamura T, Koike H, 
Nishi R, Ikeda S, 
Kawagashira Y, Iijima 
M, Katsuno M, Sobue 
G 

Cardiovascular autonomic functions in 
late-onset hereditary transthyretin 
amyloidosis with Val30Met mutation. 

Amyloid  26(sup1) 6 2019 

Sone J, Mitsuhashi S, 
Fujita A, Mizuguchi T, 
Hamanaka K, Mori K, 
Koike H, Hashiguchi 
A, Takashima H, 
Sugiyama H, Kohno Y, 
Takiyama Y, Maeda K, 
Doi H, Koyano S, 
Takeuchi H, Kawamoto 
M, Kohara N, Ando T, 
Ieda T, Kita Y, 
Kokubun N, Tsuboi Y, 
Katoh K, Kino Y, 
Katsuno M, Iwasaki Y, 
Yoshida M, Tanaka F, 
Suzuki IK, Frith MC, 
Matsumoto N, Sobue G 

Long-read sequencing identifies GGC 
repeat expansions in NOTCH2NLC 
associated with neuronal intranuclear 
inclusion disease. 

Nat Genet 51(8) 1215-1221 2019 

Mizuno Y, Shinoda K, 
Watanabe M, Ogata H, 
Isobe N, Matsushita T, 
Yamasaki R, Tanaka K, 
Koike H, Katsuno M, 
Kira JI 

Intractable axonal neuropathy with 
multifocal peripheral nerve swelling in 
neuromyelitis optica spectrum 
disorders: a case report. 

Mult Scler 
Relat Disord 

35 16-18 2019 
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Kondo N, Tohnai G, 
Sahashi K, Iida M, 
Kataoka M, Nakatsuji 
H, Tsutsumi Y, 
Hashizume A, Adachi 
H, Koike H, Shinjo K, 
Kondo Y, Sobue G, 
Katsuno M 

DNA methylation inhibitor attenuates 
polyglutamine-induced 
neurodegeneration by regulating Hes5. 

EMBO Mol 
Med 

11(5) e8547 2019 

Ando T, Iijima M, 
Fukami Y, Nishi R, 
Ikeda S, Yokoi S, 
Kawagashira Y, Koike 
H, Muro Y, Katsuno M 

Vasculitic neuropathy with 
anti-phosphatidylserine/prothrombin 
complex antibody. 

Muscle Nerve 59(6) E44-E46 2019 

Sato T, Terasawa Y, 
Higa H, Matsuno H, 
Arai A, Omoto S, 
Mitsumura H, Toyoda 
C, Koike H, Iguchi Y 

Nerve ultrasound, electrophysiological, 
and clinical changes in treatment-naive 
chronic inflammatory demyelinating 
polyneuropathy: a case report. 

J Clin 
Neurophysiol 

36(1) 82-84 2019 

加納裕也, 加藤秀紀, 
小池春樹, 勝野雅央, 
小栗卓也, 湯浅浩之 

神経生検で血管炎の所見を認めた，
強皮症に伴う多発性単ニューロパ
チーの一例. 

臨床神経学 59(9) 604-606 2019 

小池春樹 限局性血管炎と末梢神経障害. 脳神経内科 91(3) 295-300 2019 

小池春樹 代謝性•栄養性•薬剤性ニューロパ
チー. 

日本内科学
会雑誌 

108(8) 1530-1537 2019 
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